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鹿児島県立博物館
考古資料館
登録有形文化財（建造物）
平成10年 12月 11日登録
所在地：鹿児島市城山町
所有者：鹿児島県

　県立博物館考古資料館は、明治 16（1883）
年に真宗宗主大谷光尊が県に寄付した金十萬
円を原資に、士族救済の授産事業として行う
殖産興業を目途とした列品館「興

こうぎょうかん

業館」とし
て建設された。現在鹿児島市内にある石造り
の建物としては、磯の旧集成館機械工場の次
に古い建物で、壁や床には県内産の石が用い
られている。
　この建物は、石造 2 階建てで、建築面積は
337.48㎡である。
　左右対称となっている建物は基本的には洋
風で平面形は単純な長方形だが、一階左右の
入り口前に広いパーゴラを突き出して、お互
いを外回廊で繋ぐ。その上部二階バルコニー
部分には擬

ぎ

宝
ぼ

珠
し

や斗
ます

型の軒飾り、一階に錫
しゃく

鹿児島県立博物館考古資料館

杖
じょう

彫りを付けた角柱や平たいアーチなど、
和風な洋式とも言えるデザインで和洋折衷の
特異な石造建築物である。
　その後この建物は、第２次世界大戦前ま
では鹿児島市役所の仮事務所や県の商

しょう

工
こう

奨
しょうれいかん

励館として使用されたが、昭和 20（1945）
年の戦災で内部が焼けてしまったため、昭和
28（1953）年に改装し、県立博物館として利
用されていた。
　近年まで県立博物館の考古資料館として利
用されており、館内には南九州で発掘された
土器や石器などの考古資料が展示されていた
が、建物の老朽化のため現在は閉鎖されてい
る。

か      ご     しま    けん    りつ     はく    ぶつ    かん

こう     こ       し      りょう   かん
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鹿児島市庁舎本館

登録有形文化財（建造物）
平成10年 12月 11日登録
所在地：鹿児島市山下町
所有者：鹿児島市

　鹿児島市庁舎本館は、大蔵省営
えいぜん

繕管財局工
務部によって設計が行われ、昭和 11（1936）
年２月に起工し、当時の最新技術によって建
設され、昭和 12（1937）年 6 月に完成した。
建物は、地下１階、地上３階（塔屋部３階）で、
建築面積が 2,898.8㎡の鉄筋コンクリート造
りの建物である。
　当時は、地下に機械室、１階に市民サービ
ス部門、2 階に市長室、議事堂及び工務部門、
3 階に政庁、貴

き ひ ん し つ

賓室等が配置されていた。現
在でも議事堂をのぞき、当時と同じような利
用が行われている。

南日本銀行本店

登録有形文化財（建造物）
平成10年 12月 11日登録
所在地：鹿児島市山下町
所有者：株式会社　南日本銀行

　南日本銀行本店（旧旭相互銀行本店）は、
朝日通りと電車通りに面する場所に位置して
いる昭和初期の建物で、県の技師三上昇の設
計により、昭和 12（1937）年に竣工した建物
である。
　三階までのファサードは礎

そ

盤
ばん

・柱身・柱頭
で構成される円形の列柱十数本が軒を支える
様式主義的表現で、銀行に求められる安心感
を新古典主義建築として表現した。円柱の柱
頭デザインにはアカンサスの葉で複雑に表現
されるギリシャのコリント式を採用したが、
柱身にはトスカナ式状の溝を持たない現代的

表現となった。利用者に銀行の営業空間の表
現に、頼れる安心感を期待したネオクラシズ
ム（新古典主義）を採用し、四階から上の業
務空間には当時の新しい流れであった分離派

（西洋ではゼセッション様式）のデザインを臆
せず奔放に表現した。新古典主義と分離派デ
ザインとが共存して時代的背景をよく表現し
た建築であり、近代から現代への過渡期を代
表する作品である。
　なお、西側部分増築の際には地盤改良を行
い、全面新築案を排して保全を図り、当時の
姿をよく留めた努力は賞賛に価する。

　3 階から中央に聳える塔や前面の垂直リブ
が垂直線を強調し、塔部の四角い垂直方向の
連続窓が分離派からモダニズムに移行する時
代をうかがうことができる。車寄せのアーチ
上には、薩摩焼の円型陶板を特注してはめ込
んでいる。
　平面計画では、市長の強い意向により、ベー
スメント層を設けずに道路からストレートに
入れるように計画している点などにも特徴が
見て取れる。

か　   ご    しま    し  ちょう しゃ   ほん  かん みなみ  に    ほん   ぎん   こう  ほん  てん
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旧島津家芹ヶ野
金山鉱業事務所 旧島津家吉野殖林所

登録有形文化財（建造物）
平成11年 8月 23日登録
所在地：鹿児島市吉野町
所有者：株式会社　島津興業

登録有形文化財（建造物）
平成11年 8月 23日登録
所在地：鹿児島市吉野町
所有者：株式会社　島津興業

　島津家芹
せり

ヶ
が

野
の

金山鉱業事業所は、明治 37
（1904）年、いちき串木野市（旧串

く し き の

木野村）に
建設されたものである。建築様式は、建設
面積 158.19㎡の洋風木造建築で、壁を下見板
張り、２階のベランダの柱間には連続アーチ
をあしらって洋風を装っている。２階屋根が
寄
よせむね

棟、正面右手の１階部分と玄関の屋根が丸
みを帯びた入

い り お も や

母屋のムクリ屋根となってい
る。

（写真提供：株式会社　島津興業）

　島津家吉野殖林所は明治 42（1909）年、鹿
児島市（旧吉田村）に建設されたものである。
設計者は隈元長栄、施工者は丸田十兵衛であ
ることが判明している。
　建築面積 178.26㎡の平屋建ての洋風を志向
する木造建築だが、前面に駒形手摺を付けた
ベランダが設けられ、玄関は切

きりづま

妻のムクリ屋
根で破風下に懸魚を掛け、二本の柱を繋ぐ虹
梁に丸十の家紋を入れた蟇

かえる

股
また

を載せる。他に

　その後、大正 12（1923）年に株式会社島津
興業の前身である薩摩興業株式会社の事務所
として鹿児島市に移築された。昭和 26（1951）
年に社名を変更した後も本社屋として利用さ
れていたが、新社屋の建設に伴って昭和 61

（1986）年に現在地に移築された。
　近年、耐震補強工事を行なって、来訪者へ
の安全に配慮している。

も日本的造作が見られ、和洋の折衷された印
象を与えている。
　この建物は、昭和 61（1986）年に現在地に
移築され、磯工芸館として薩摩切子の展示場
及び売店として使用されている。

（写真提供：株式会社　島津興業）

きゅう しま  づ     け   よし 　  の   しょく りん じょ

旧島津家芹ヶ野金山鉱業事業所 旧島津家吉野殖林所

きゅう  しま     づ      け   せり     が      の       

きん    ざん   こう  ぎょう    じ    ぎょう  しょ
巖 巖
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仙巖園内濾過池

登録有形文化財（建造物）
平成13年 8月 28日登録
所在地：鹿児島市吉野町
所有者：株式会社　島津興業

　仙巖園内濾過池は、国指定名勝「仙
せんがんえん

巖園附
つけ

花
たりけく 

倉御
ら お か り や

仮屋庭
ていえん

園」の指定区域内にあり、仙巖
園西方にある千

せんじんがん

尋巖付近から石製水道管を
伝って流れてくる湧水を濾

ろ か

過するためのもの
で、明治 40（1907）年９月に２か月間の工期
で竣工したものである。
　この仙巖園内濾過池は、地下 2.4m の位置
に布設された水道石管から取水し、濾過の後
に敷地内各所に配水する。大型切石積の壁面
から石造ヴォールト天井を架け、その上に和
風を意識した切妻屋根を置いたものである。
石造技術は見事で鹿児島の石造文化の特質を
よく示している。

鹿児島県立鹿児島工業
高等学校大煙突

　鹿児島工業高等学校機械科で使用する工作
機械を稼動させるためのスチームボイラーと
共に大正 9（1920）年に建設された。
　高さ 18m の煉

れん

瓦
が

造煙突で、八角形の基壇
部分は堅牢なイギリス積み、塔身の本体部分
は小口積みとして構築された。
　ボイラーは、鉄製で、直径 1.2m、周囲 4.5m
の円筒形である。
　構築技術の見事さ、保存状態のよさ、附属
しているボイラーも現存していることから、
学校や地域の景観に欠かせない存在となって
いる。卒業生にとっても愛着の深い存在である。

登録有形文化財（建造物）
平成16年６月９日登録
所在地：鹿児島市草牟田二丁目
所有者：鹿児島県

せん   がん   えん   ない     ろ       か      ち

  か     ご   しま  けん りつ    か     ご   しま こう ぎょう

こう   とう   がっ   こう だい  えん とつ

仙巖園内濾過池 鹿児島県立鹿児島工業高等学校大煙突

濾過池内部

巖
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鹿児島市中央公民館

　鹿児島市中央公民館は、従前は鹿児島市公
会堂で、皇太子（昭和天皇）の御成婚を記念
して市が計画し、昭和２（1927）年に竣工した。
建物周囲にドライエリアを設け、建物は鉄筋
コンクリート造で柱を等間隔に並べ梁で繋い
だラーメン構造で、地下一階地上三階建と
なっている。
　正面立面及び平面をほぼ左右対称とし、玄
関両脇に階段室塔屋を配し、その間に４本の
ピラスター、軒のパラペット下にロマネスク
様のロンバルディアベルト（円弧の繰返し）
を廻し、イスラム風尖頭アーチの窓を設置す
るなど、東洋趣味の意匠を有することがひと

登録有形文化財（建造物）
平成17年 11月 10日登録
所在地：鹿児島市山下町
所有者：鹿児島市

鹿児島大学総合研究
博物館常設展示室 一棟
登録有形文化財（建造物）
平成18年 10月 18日登録
所在地：鹿児島市郡元一丁目
所有者：鹿児島大学

　鹿児島大学総合研究博物館常設展示室の建
物は、昭和 3（1928）年、鹿児島高等農林学校
の図書館書庫として建てられた。
　鹿児島高等農林学校は、明治 42（1909）年、
開校、明治 44（1911）年に石造の書庫が建て
られたが、内部の棚が白蟻の被害に遭い、昭
和 3（1928）年に鉄筋コンクリートに建て替え
られた。
　昭和 20（1945）年、鹿児島空襲において、
鹿児島高等農林施設の約半分はすっかり焼け
てしまったが、燃失を逃れ、その後高等農林
時代の木造建築が次々と姿を消す中で、唯一

残った施設がこの旧図書館書庫である。
　鹿児島における初期の鉄筋コンクリートで
あり、最も古い学校施設として、歴史的に重
要な役割を担っている。

つの特徴である。
　一流の建築家（片

かたおか

岡安
やすし

）が手がけた初期の
公会堂建築として貴重であり、地方の建築家
に影響を与えた洋式近代建築のひとつとして
価値が高い。建築の規模などからして使いや
すく、現在も市民に親しまれて良く使われて
いる。もっと高い評価がふさわしい。

か    ご   しま だい がく そう ごう けん きゅう

 はく   ぶつ かん じょう せつ   てん   じ   しつ　　いっ　とう

鹿児島市中央公民館 鹿児島大学総合研究博物館常設展示室
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か　 ご    しま     し    ちゅ   おう   こう   みん   かん
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鹿児島大学総合
研究博物館
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鹿児島市立病院鹿児島市立病院

神田神田

法文学部前法文学部前

Ｊ
Ｒ
指
宿
枕
崎
線

工学部前

唐湊
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登録有形文化財（建造物）
平成19年 5月 15日登録
所在地：鹿児島市清水町
所有者：個人

　南洲神社電燈は、大正 2（1913）年、集成館
で製造され、鹿児島電気株式会社より西郷隆
盛を祭る南洲神社に奉納されたものである。
　電燈は、南洲神社拝殿の参道、石段を登っ
た両脇に 2 基対に立つ。高さ 4.4m 鋳鉄製で
六角形の柱身部分、六方に開いた花弁型の形
状をした柱頭部分、そして新しく更新された
電燈部分とそれを支える脚部より構成されて
いる。花弁状の柱頭飾りや各接合部の繰型な
どの装飾など高い鋳造技術によって製造され
ている。
　近代日本の礎となった旧集成館が製造した
数少ない遺構である。

登録有形文化財（建造物）
平成18年 10月 18日登録
所在地：鹿児島市上竜尾町
所有者：南洲神社

潮  音  館
（旧重富島津家住宅米蔵）

　鹿児島湾の北端に位置した島津久
ひさ

光
みつ

四男珍
うず

彦
ひこ

（旧重富島津家、元貴族院議員）の別邸地
内に残る旧米蔵である。
　桁

けたゆき

行（正面）５間、梁
はり

間
ま

（側面）２間半の
規模で、切

きりづまづくり

妻造、桟
さんかわらぶき

瓦葺の平屋建であり、妻
上部に島津家の家紋を刻んだ石をはめてい
る。窓の庇

ひさし

をかねた楣
まぐさ

石
いし

や軒
のきじゃばら

蛇腹の石材加工
の精度も高い。
　近年、喫茶店として活用されていた。
　

ちょう     　 おん   　    かん　

きゅう しげ とみ  しま   づ 　  け じゅう たく こめ  ぐら

潮  音  館南洲神社電燈

大龍小学校

大龍郵便局

南洲神社
西郷南洲顕彰館

今和泉島津家本邸跡今和泉島津家本邸跡
春日交番

鹿児島
春日郵便局

鹿児島県民教育
文化研究所
鹿児島県民教育
文化研究所

南洲神社電燈

南洲神社電燈　一対
なん しゅう じん じゃ でん とう              いっ つい
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鹿児島県立
甲南高等学校本館

　鹿児島県立甲南高等学校は、明治 17（1884）
年、県立中学造士館として設立されて始まる。
　本館は、昭和５（1930）年に九州の旧制中学
校では初の鉄筋校舎として竣工した。敷地北
側及び東側に寄って建つ。鉄筋コンクリート
３階建で、平面はＬ字形で、幅 10m、北側
長さ 112m、東側長さ 82m の規模である。北
東隅の曲面部に正面玄関を置き、上部はドー
ム状の塔屋となっている。校長室に奉安殿が
残る。

登録有形文化財（建造物）
平成19年７月 31日登録
所在地：鹿児島市上之園町
所有者：鹿児島県

鹿児島県立鹿児島中央
高等学校本館及び講堂
登録有形文化財（建造物）
平成19年 7月 31日登録
所在地：鹿児島市加治屋町
所有者：鹿児島県

　鹿児島県立鹿児島中央高等学校は、旧制鹿
児島県立第一高等女学校として、県の技師岩
下松雄により設計され昭和 10（1935）年９月
に竣工した。
　新築直後に陸軍特別大演習が実施された際
には、昭和天皇が行

ぎょうこう

幸し、本館に大本営が
設置された。昭和 20（1945）年８月１階北側
を全焼、修復ののち昭和 39（1964）年３月ま
で県立鶴丸高等学校の校舎として使用、同年
４月から県立鹿児島中央高等学校校舎として
使用され現在に至っている。
　敷地西側に建ち、コンクリート造３階一部
４階建で、平面は口の字形、南北 55m、東
西 77m、幅 11m の規模である。南東に講堂

を置き、北西隅を曲面でつくり正面玄関とし、
上部アーチ状の縦型窓を開き、円形平面の４
階部分をつくるなど、コンクリート造の特徴
を活かした建物である。

　設計者は鹿児島県技師であった三上昇であ
る。
　昭和 20（1945）年 10 月、進駐米軍の兵舎と
なり、昭和 24（1949）年、第二鹿児島中学校
と鹿児島第二高等女学校と統合、新制県立甲
南高等学校として発足し、現在に至っている。
　現在でもコンクリートは建全で、地元の建
築技師が手がけて完成した、初期の鉄筋コン
クリート造学校建築として貴重である。
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鹿児島県立甲南高等学校本館 鹿児島県立鹿児島中央高等学校本館
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